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市 の 人 口 
	

男 25,687人 
	

世 帯 数 	14,661 

	

53, 090 人 
	

女 27,403 人 
	

（昭和57年10月1日現在）住民基本台帳から 

, 

こ電力に理解をこ 
”一“女子職員が 1‘日’班長に“”一ー・‘ 

「電力事業にもっとご理解を」と東北電力五所川原営

業所（藤津昭六所長）は10月21日、市の女子職員を招き 

r1日作業班長」 を委嘱し、作業の見学会を行いました。 

この日作業班長に招かれたのは市選挙管理委員会事務

局の高橋圭子さんら 4 人で、藤津所長から作業班長の辞

令を受けたあと、さっそく作業服に身をかため黄色い安  

全帽を被って緊張した面持ち。 

1日班長たちは、業務内容の説明を受けたあと、藻川

の電柱交換の作業現場など 2 個所を見学、重機を使った

危険な作業に女子職員は 「日頃スイッチひとつで使って

いる電気の大切さがよくわかりました」 と感想を述べて

いました。 
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「相
携
え
歩
ん
だ
半
世
紀
、
本
当
に
ご
苦

労
さ
ま
」
 

市
内
の
結
婚
五
十
年
目
を

迎
え
た
五
十
七

組
の
老
夫
婦
が
集
ま
っ
て
十
月
八
日
、
市
中
 

央
公
民
館
で
合
同
金
婚
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

出
席
者
た
ち
は
、
「
こ
れ
か
ら
も
手
を
取
り

合
っ
て
長
生
き
を
し
た
い
」
と
、
半
世
紀
の

道
の
り
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ク
末

永

く
仲
良

く

ク
 

め
て
い
る
も
の
で
す
。
 

式
で
は
寺
田
市
長
が
、
 
「
半

世
紀
の
間
、
人
生
の
労
苦
を
と

も
に
味
わ
っ
て
の
歴
史
は
貴
重

な
も
の
で
す
。
今
後
と
も
長
寿

を
保
ち
、
社
会
に
貢
献
し
て
下

さ
い
」
 
と
あ
いさ
つ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
席
を
回
っ
て
顕
彰
状
と
記

念
の
夫
婦
茶
わ
ん
等
を
手
渡
し

ま
し
た
。
 

次
い
で
来
賓
の
祝
辞
が
あ
り
、
 

出
席
者
を
代
表
し
、
稲
実
の
菊

池
久
左
衛
門
さ
ん

（
七
二
）
が
 

「
こ
れ
か
ら
も
夫
婦
仲
良
く
楽

し
い
人
生
を
送
り
た
い
」
 
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
中
泉
、
前
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
長
の
大
谷
慶
作
さ

ん

（七
六
）
が
、
 
「
結
婚
五
十

年
の
歩
み
」
 
と
題
し
、こ
れ
ま

で
の
結
婚
生
活
に
対
す
る
所
感

を
述
べ
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
出
席
者
た
ち
は
、
 

昼
食
を
と
り
な
が
ら
琴
の
演
奏

や
日
本
舞
踊
を
楽
し
み
い
こ
い

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

顕
彰

さ
れ

た
 

ご
 

夫
 
婦
 

成
田
善
作
・
ひ
で
と
（
岩
木

町
）
、槍
森
東
吉
・
キ
ク

ノ
（
幾

世
森
）
、小
田
桐
米

吉
・
ツ
セ
 

（
田
町
）
、
森
山
正

・
す
み

（中

平
井
町
）
、原
兼
太
郎

・
か
ね
 

（
末
広
町
）
、宮
本
繁
次
郎
・
ツ

セ

（下
平
井
町
）
、渋
谷
多
吉
‘
 

き
よ

（
田
町
）
、葛
西
勘
之
助
・

み
ち
江
（
芭
蕉
）
、平
山
文
三
郎
 

・

あ
い

（
新町
）
、鶴
谷
正
次
・

ヤ
ナ

（
布
屋
町
）
、長
尾
金
次
郎
 

・

タ
カ

（
ー
ッ
谷
）
、小
野
要
作
 

・

、
ンワ
（
岩
木
町
）
、奈
良
清
蔵
・

ル
エ
（
敷
島
町
）
、堀
内
貞
雄

・

き
み
東

（
新
町
）
、木
村
蔵
助
・

き
く
（
敷
島
町
）
、菊
池
久
左
衛

門
・
春
栄

（稲
実
字
稲
葉
）
、工

藤
民
蔵
・
と
み

（
み
ど
り
町
）
、
 

杉
山

岩
男
・
タ

マ
（
み
ど

り

町
）
、鹿
内
二
一
郎
・
ツ
ル

（広

田
字
下
り
松
）
、平
山
幸
作
・
、
ン

ナ

（
湊
字
千
鳥
）
、平
山
正
男
・

ミ
ェ

（
湊
字
千
鳥
）
、鳴
海
嘉
七
 

・

キ
ナ

（
広
田
字
下
り
松
）
、岩

測
紋
三
郎
・
キ
ョ

（
姥蓮
字
桜

木
）
、太
田
菖
之
助
・
あ
さ

（
唐

笠
柳
字
村
崎
）
、毛
内
千
代
太
郎
 

‘
タ
マ
エ

（吹
畑
字
藤
巻
）
、渋

谷
武
蔵
・
ち
い
（
金
山
字
泉
田
）
、
 

木
村
喜
一

・
シ
サ

（
松
島
町
）
、
 

福
井
栄
蔵
‘
み
つ
（
金
山
字
泉
）
、
 

村
田
富
造

・
そ
ね

（
金
山
字
盛

山
）
、小
山
内
興
之
助

・
サ
ク
ラ
 
 

（
唐
笠柳
字
村
崎
）
、橘
喜
三
郎
 

・

ッ
ワ

（
唐
笠柳
字
藤
巻
）
、舘

山
松
四
郎

・
マ
キ

（
種
井
字
山

野
）
、平
山
清
一

・
シ
ワ

（
田
川

字
高
松
）
、柳
津
久
太
郎
・
ミ

ツ
 

（
若葉
）
、小
野
豊
四
郎
・
キ
ク

ェ

（
沖
飯
詰
字
男
鹿
）
、和
田
菖

次
郎

・
り
ち

（
長
橋
字
橋
元
）
、
 

成
田
佐
太
郎
・
さ
だ

（
中
泉
字

松
枝
）
、大
谷
慶
作
・
ナ
カ
（
中

泉
字
松
枝
）
、青
山
金
作
・
ミ
サ

ヲ

（
藻
川
字
千
年
）
、一
戸
富
三

郎

・
ち
や

（
藻
川
字
村
崎
）
、
一

戸
助
六
・
サ
キ
（
藻
川
字
中
島
）
、
 

坂
本
龍
市
・
サ
ツ
キ

（
飯
詰
字

福
泉
）
、鳴
海
重

次
郎
・

イ
セ
 

（
飯
詰
字
福
泉
）
、其
田
豊
太
郎
 

・

む
つ
え

（
飯
詰
字
影
日
沢
）
、
 

坂
本
庸
一

・
と
み
（
下
岩
崎
字

尾
花
ケ
崎
）
、小
田
桐
政
吉
・
り

せ

（
神
山
字
野
岸
）
、須
藤
新
一
 

・

ミ
子
（
神
山
字
野
岸
）
、成
田

喜
代
志
・
チ
ヤ

（
松
野
木
字
松

ケ
枝
）
、小
笠
原
徳
一
・
す
み
（
野

里
字
牧
ノ
原
）
、斉
藤
保
次
郎
・

な
か

（
戸
沢
字
畑
林
）
、福
士
久

三
郎
・
く
に

（
高
野
字
柳
田
）
、
 

福
士
太
郎
・
ち
き

（
高
野
字
北

原
）
、斉
藤
松
太
郎
・
ッ
サ
（
前

田
野
目
字
長
峰
）
、斉
藤
嶋
吉

・

チ
へ

（
前
田
野
目
字
野
脇
）
、新

谷
良
吉
・
タ

ョ

（
前
田
野
目
字

長
峰
）
、阿
部
徹

・
菊
野
（
羽
野

木
沢
字
実
吉
）
、伊
藤
武
四
郎
・

ト
ミ

（
原子
字
山
元
）
 

合
同
金
婚
式
は
、
地
域
の
振

興
、
発
展
に
尽
し
た
お
年
寄
り
 

の
顕
彰
の
一
環
と
し
て
市
が
主

催
し
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
始
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ロ
募
集
期
間
 
十
月
一
日
か

ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
 

ロ
試
験
期
日
 
募
集
期
間
中

随
時

（
受
付
時
に
通
知
）
 

先
般
中
央

公
民
館
飯
詰

分
館
が
老
朽

化
の
た
め
取

り
こ
わ
さ
れ

ま
し
た
。
 

こ
の
た
め

市
選
管
で
は
、
 

こ
れ
に
替
る
 

投
票
所
の
選

定
に

つ
い
て
 

ロ
試
験
場
 
自
衛
隊
青
森
地

方
連
絡
部
五
所
川
原
募
集

事
務

所
（
廿
⑩
二
三
〇
五
番
）
 

（市
内
末
広
町
二
九
ー

四
）
 
 

十
月
五
日
産
経
会
館
に
お

よ
そ

八
十
人
の
関
係
者
が
出
席
し

て

設
立
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

協
会
で
は
、
将
来
地
区
ご
と

に
防
火
組
織
や
消

防
ク
ラ
ブ
の

結
成
を
目
指
し

て
指
導
し
て
い

く
ほ
か
、
事
業
所
ご

と
の
防
火

訓
練
等
の
実
施
を
呼
び
か
け
る

な
ど
の
活
動
方
針
を
決
め
ま
し

た
。
 

地
域
防
災
協
会
は
、
飲
食
店
、
 

協
議
し
ま
し
た
が
、
適
当
な
場

所
も
な
く
‘
従
来
ま
で
も
中
央

公
民
館
飯
詰
分
館

（
第
二
十
投

票
区
）
と
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
 

（
第十
九
投
票
区
）
は
比
較
的

近
距
離
に
あ
り
、
両
投
票
所
共

二
階
を
使
用
し
て
い
た
と
い
う

不
便
の
解
消
、
そ
し
て
投
票
所

経
費
の
節
減
を
も
図
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
第
十
九
投
票
区
（
生

活
改
善
セ
ン
タ

ー
）
第
二
十
投

票
区
（
中
央
公
民
館
飯
詰
分
館

）
 

を
合
併
し
て
、
第
十
九
投
票
区

と
し
て
 
「コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
飯
壮
四
 
一
個
所
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

飯
詰
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 
 デ

パ
ー
ト
、
病
院
、
ホ
テ
ル
等

の
業
種
の
第
一
部
会

と
、
ガ
ス

事
務
所
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

等
危
険
物
を
有
す
る
施
設

の
第

二
部
会
、
電
気
事
業
所
、
建
築

設
計
、
消
防
機
器
販
売
、
水
道

事
業
所
等

の
第
三
部
会
か
ら
な

っ
て
お
り
、
市
民
ぐ
る
み
の
自

主
防
災
体
制
の
確
立
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。
 

な
お
、
協
会
の
事
務
局
は
、
 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
 

（
丑⑩
二
〇
一
九
番
、
内
線
一
一

五
・
二
六
番
）
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
 

こ
の
た
め
従
来
の
各
投
票
区

の
番
号
が
次
の
よ
う
に

変
更
さ

れ
ま
す
の
で
、
選
挙
の
際
は
お

間
違
い
の
な
い
よ
う
十
分
注
意

を
し
て
下
さ
い
。
 

ま
た
第
二
十
八
投
票
区
の
持

子
沢
及
び
高
野
地
区
の
投
票
所

は
、
中
央
公
民
館
高
野
分
館
で

行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
使

用
不
能
の
た
め
新
し
く
出
来
ま

し
た
高
野
文
化
セ
ン
タ

ー

（
第

二
十
七
投
票
区
）
で
投
票
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

持
子
沢
地
区
の
皆
さ
ん
に
は

多
少
ご
不
便
に
な
る
か
と
存
じ

ま
す
が
、
ご
協
力
の
う
え
お
間

違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
 

(
 

 

力安
全
な

地
域
社
会
を
目

指
し
）
 

地
域
防

災
協
会
が

発
足
 

16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 
投
票
区
 高 中 

央 
公 

瀬民 
館 

分 

館 

松
 

島
 

会
 

館
 

一
野

坪

小
学

校
 

金
 
山
 
集
 
会
 
所
 

水
野

尾
集
会
所
 

松
 
島
 
集
 
会
 
所
  

（
旧松
島
支
所
〕
 
 

田
 
川
 
集
 
会
 
所
 

沖

飯

詰
小
学

校
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
 

セ
ン
タ
ー
中
川
 

湊
 
集
 
会
 
所
 

栄
 

小
 
学
 
校
 

五
所
川
原
第
三
中
学
校
 

森
 

の
 
家
 

南
 
小
 

学
 

校
 

五
所

川
原
小
学

校
 

市

民

文

化
会

館
 

投
 

票
 
所
  

32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 
馨
本
区
 

小
 
曲
 
集
 
会
 
所
 

中
 
泉
 
集
 
会
 
所
 

中
央
公
民
館
 

梅
 

田
 
分
 

館
 

中
央
公
民館
 

俵
 
元
 

分
 

館
 

中
央
公
民
館
 

前

田
野
目
分

館
 

高
野
文
化
セ
ン
タ

ー
  

羽

野
木
沢

小
学

校
 

長
 
富
 
集
 
会
 
所
 

毘
沙
門

小
学

校
 

戸
 
沢
 
集
 
会
 
所
 

浅
 
井
 
集
 
会
 
所
 

松

野
木

小
学

校
 

野
 
里
 
小
 
学
 
校
 

コ
ミ
ュ
一
一
テ
イ
 

セ
ン
タ
ー
飯
詰
 

藻
 
川
 
小
 
学
 
校
 

三
 
好
 
中
 
学
 
校
 

投
 
票
 
所
 
 

一
 

地
域
社
会

に
お
け
る
防

災
思
想
の
普

及

・
推
進
を

図
ろ
う
と
い

う
「
五
所
川

原
地
域
防
災

協
会

（
飛
島

孝
英
会
長
、
 

会
員
百
十
四

人
）」
が
発
足
、
 

ー
二
等
陸

・
海
・
空
士
 

自
衛
官
募

集
案
内
 

一
部
地
区
の
投
票
所
が
変
更
 



経
営
不
況
時
代
を
乗
り
切
る

た
め
の
上
手
な
資
金
繰
り
方
法
、
 

借
入
方
法
、
借
り
入
れ
の
コ
ツ

と
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
に
つ
い
て

の
講
習
会
で
す
。
 

多
数
ご
参
加
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 

十

一
月
十
八
日
 

（
木
）
午
後六
時
三
十
分
か
ら
九

時
三
十
分
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
商
工

会
議
所
 

ロ
講
師
 
囲
日
経
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
 
原
正
則
氏
 

ロ
参
加
料
 
無
料
で
す
。
 

ロ
お
申
込
み
 
十

一
月
十
五

日
ま
で
、
商
工
会
議
所
へ
お
申
 

ロ
と
こ
ろ

別
館
 

県
交
通
事
故
相
談
所

市
民
相
談
室
 

市
民
文
化
会
館
 

交
通
事

故
巡
回

相
 

談
所

開
か

れ
ま
す
 

十
一
月
は
次
の
日
程
で
開
か

れ
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い

ロ
と
き
 
十

一
月
十
日
（
水
）
、
 

十

一
月
二
十
四
日
（
水
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
ま

で
 

し
込
み
下
さ
い
。
 

ロ
主
催
 
五
所
川
原
商
工
会
 

議
所
 

r
 

「
一
日
総
合
市

民
相
談
所

」
を
開
設
 

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
中
小
企
業
の
金
融
、
行
政
問
 

ロ
と
 
き
 
十
二
月
七
日
 

題
、家
庭
紛
争
、
離
婚
、婦
人
、
 

（火
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
 
母
子
家

庭
更
生
資
金
、
里
親
 

三
時
お
で
 

そ
の
他
心
配
ご
と
。
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
 
労

働
条
件
、
解
雇
問
題
、
賃

館
 
金
不

払
い
、
食
品
衛
生
、
健
康

ロ
料
 
金
 
無
料
で
す
。
 
相
談
、公
害
に
関
す
る
問
題
他
。
 

市
で
は
、
市
民
の
日
常
の

悩
み
、
困
り
ご
と
、
心
配
ご

と
を
解
消
し
、
明
る
く
楽
し

い
家
庭
生
活
を
築
い
て
も
ら

う
た
め
、
次
の
日
程
で
 
「一

日
総
合
市
民
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。
 

相
談
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
 

土
地
建
物
、
借
地
借
家
、
 

登
記
金
銭
貸
借
、
相
続
贈
与

等
、
交
通
事
故
、困
り
ご
と
、
 

国
税
、
職
業
及
び
紹
介
、
国

道
、
県
道
、
並
び
に
建
築
問
題
、
 

中

小
企
業

の
資

金
繰
り
講
習

会
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(1） 人件費の状況（普通会計決算） 

区 分 住民基本台帳人口（年度末） 歳 出 額 A 人 件 費 B 人
  
件
田
 
費

／
 
A
 

率
？
  

55年度 
56・3 ・31 

53,069人 

千円 

12,361,008 

千円 

1,345,671 

% 

10.9 

（注） 1. 人件費には、特別職に支給される給料、報酬を含む。 

(2）職員給与費の状況（普通会計予算） 

区 分 職員数 
給 	 与 	 費 1人当たり給与 

費 	（B/A) 給 料 職員手当 期末、勤勉手当 計 B 

57年度 
人 

409 898 

千円 

,145 

千円 

268,553 

千円 

357,698 

千円 

1,412,663 

千円 

3,453 

（注） 1．職員手当には退職手当を含まない。 

2 ．給与費は 9 月補正後の予算に計上された額です。 

r 	(3）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（57年 4 月1日現在） 

区 分 
一 	般 	行 	政 	職 

平均給料月額 平 均 年 齢 

五 所 川 原 市 
円 

184,300 
歳
  4

 a
 

0
  

国 
円 

207,160 
歳
  4

'
 

a
 

0
  

(4）職員の初任給の状況（57年 4 月1日現在） 

巨 	 分 

五 	所 	川 	原 	市 国 

決定初任給 
採用 2 年経過日 

給 	料 	額 
初 任 給 

採用 2 年経過日 

給 	料 	額 

一般行政職 

大学卒 円 
98,200 

円 
106,900 101,900 

円 円 
112,600 

高校率 円 
85,900 

円 
91,500 

円
  に

J
 

。

J
 
0
  

!
 

8
 

,
 

0
  

円 
91,500 

市
職
員
給
与
等
の
状
況
 



跡永‘iCkan 

ちょっとした心づかい‘味のうち 
	 II本専売公社 

農
業

転

職

訓
練

生

募

集
し

て

い
ま

す
 

ロ
職
種
 
建
築
型
枠

工
 

口
詳
細
 
「

広
報
ご

し
ょ
が
 

協
力
し

ま
し
た
。
 

な
お
、

第

一
支
部
で

は
昨
年

の
台
風
十
五
号
の
水
害
被
災

者

に
見
舞
金
を

贈
る

な
ど

の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
 

移
動

健
康
教
室
 

「冬
季
間
の
健
康
」
に
つ
い
て
 

市
と
五
所
川
原
市
民

保
健
協
 

ロ
と
こ
ろ
 
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
 

議
会
で

は
、
次
の
日
程
で
 
「
移
 

セ
ン
タ

ー
飯
詰
 

動
健
康
教

室
」
を

開
き

ま
す
。
 

ロ
テ
ー
マ
 
「

冬
季
間
の
健
 

お
気
軽
に
お
い
で

下
さ
い
。
 

康
」
 
につ
い
て
 

ロ
と
き
 
十
一

月
十
二
日
 

口
講
師
 
復
明

堂
医
院
院
長
 

（
金
）
午
後
一
時
か
ら
 

一
ニ
上
光
次氏
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お年寄りに湯上りタオル 

社
会
福
祉

協
議
 

．
会
第
一
支

部
（
小

山
田
鳳
隆
支

部
長
）
 

は
九
月
十
五
日
の

敬
老

の
日
に
、

同

支
部
の
八

十
歳
以

上
の
お
年

寄

り
百

三
十
二
人
に
湯

上

り
タ
オ
ル
を

贈
り

感
謝
さ
れ

て
い
ま

す
。
 

こ
の
贈
り
物
に

は
第

一
民
生
委
員

協
議
会
の
会

員
も
 

(5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（57年 4 月1日現在） 

「市
民
総
合
文
化

祭
」
が
十
一

月
二

日
、

三
日
を
中
心

に
市
中

央
公
民

館
で
開
か
れ
ま
す
。
 

文
化

碑
巡

り
も
あ
り
ま
す
。
 

わ
ら
」
十
月
十

五
日
号
を
ご

参

照
下
さ
い
。
 

ロ
お
間

合
わ

せ
 
五
所

川
原

公
共
職
業

安
定
所
、

市
商
工

観

光
課
 

社
協
第
一
支
部
が
贈
る
 

,
 

(8）特別職の報酬等の状況（57年 4 月1日現在） 

区 	分 給 料 月 額 等 

給
 
料
 

市 	長 630,000 	円 

助 	役 520.000 	円 

収入役 470,000 	円 

報
 

酬
 

議 	長 305.000 	円 

副議長 280,000 	円 

議 	員 255,000 	円 

期
 
末
 
手
 

当
  

(56年度支給割合） 
市 	長 

6月期 	1.4 	月分 

助 	役 12月期 	1.9 	月分 

3 月期 	0.5 	月分 
収入役 

計 	3.8 	月分 

議 	長 

(56年度支給割合） 

6月期 	1.4 	月分 

副議長 12月期 	1.9 	月分 

3 月期 	0.5 	月分 

議 	員 
計 	3.8 	月分 

区 	 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年 

一般行政職 

大学卒 
円
  1

 
6
 

《b
 
8
 
0
 
0
 

 ,
 
 

円 円
  2

 
2
 

にJ
 

り
】
 

 
0
 
0
 

 ,
 
 

高校卒 
円
  1

 

り
。
 

 
8
 

 
。
J
 
0
 
0
 

 ,
 
 

円
  1

 
6
 
2
 

 
,
 

 
1
 
1
 

 
に。
 
 

円
  "

hJ
 
 

1
 
9
 
1
 

,
 

1
 
8
 

 
（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され弓は続き勤務している場合は、 

採用後の年数をいうものである。 

(6）一般行政職の等級別職員数の状況（57年 4 月1日現在） 

区 分 1等級 2 等級 3等級 4等級 5等級 6等級 計 

標準的な 
職務内容 課 長 課 長 課長補佐 係 長 主 事 主事補 

職員 数 
人

9
  

人 

55 
人
  6

6
 

 

人 

100 
人 

so 
人 

34 
人 

344 

構成比 
% 

2.6 
% 

16.0 
% 

19.2 
% 

29.1 
% 

23.3 
% 

9.9 
% 

100.0 

（注） 1．五所川原市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数である。 
2 ．標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名である。 

(7）職員手当の状況 

区 分 五 所 川 原 市 国 

(56年度支給割合） (56年度支給割合） 

期 末 	勤 勉 期 末 	勤 勉 

期末・動勉 6 月期 	1.4月分 	0.5日分 6月期 	1.4月分 	0.5月分 

手 	当 12月期 	1.9月分 	0.6月分 12月期 	1.9月分 	0.6月分 

3 月期 	0.5月分 	一月分 3月期 	0.5月分 	一月分 

計 	3.8月分 	lIl月分 計 	3.8月分 	1.1月分 

（支給率） 	自己都合 	勧 奨 （支給率） 	自己都合 	勧 奨 

最高限度額 	なし 月分 なし 月分 最高限度額 60.0 	月分 67.5675月分 

動続 20 年 28.093月分 39.375 月分 勤続 20 年 21.0 月分 30.7125月分 
退職手当 勤続釦年 51.45 月分 67.6875月分 勤続 30 年 	41.25 月分 57. 915 月分 

勤続 35 年 58.325月分 78.0 	月分 勤続 35 年 	48.125月分 67.5675月分 

と鷲認 1,2“千円】1,847千円
平均支給額 

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る
職員に支給された平均額である。 
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土地区画整理事業の紹介（No 2) 

市都市計画課 

南部地区土地区画整理事業について今回は、 

「区画整理による整備とその効果」 です。 

よる整備とその効果 

③ それでは、区画整理の効果について考えてみましよう。 

＠都市の基盤が整備されます。 

A）道路、公園、水路、上水道、電気などの生活を営む上で欠かせない施設が整備されます。 
B）道路は、人や車の通行だけでなく火災及び地震等の避難路や救出路としで役立ち、公園は臨時の避難広場と 

しての役割を果たし、防災的な町となります。 

C）道路が広くなり、公園や緑地が整備され、日当たりや風通しが良くなり、排水路などの整備により健康的な 

田丁となります。 

D）道路が広げられ、交通の便が良くなります。また歩道により歩行者が安全に買物をしたり通学、通勤が便利 

になります。 

⑨ 宅地が利用しやすくなります。 

A）道路や水路の整備により、宅地の形が整理され、今までよりも使いやすく、宅地としての利用価値が上がり 

ます。 

B）皆さんの創意工夫により、町並みが美しくなります。 

C）ごみごみした路地、袋地がなくなり、町名、地番が整理され、郵便や訪問が便利になります。 

D）学校、幼稚園、商店街等が整備される基盤をつくることができます。 

ー 	南部地区事業協力員による初の会合開かれる 

かねて市広報などによりお知らせしてありますが事業協力員について、その初の会合を57年10月14日、市三道会館 

会議室において開催しました。今回は初めてのことでもあり、市より事業概要とその計画について報告し、また各協 

力員の紹介を行い親睦をはかるとともに、今後においてどのように事業を完成させていくべきか根本的な問題につい 

て話合いました。 

これにより、次回は、正式に会として発足することになりました。会の名称は南部地区土地区画整理事業促進委員 

会とする予定になりましたことをお知らせします。 

会の発足とともに、各地区との連絡を深め事業促進となることを市では期待しております。 

（市都市計画課 ft35- 2111番 内線235) 

市
役
所
 

ラ
ジ

オ
体
操

優
良
 

団
体
に
選
ば

れ
る
 

郵
政
省
が

制
定
し

て
い
る
ラ

ジ
ォ
体
操
優
良
団
体
に

本
県
か

ら
当
市
役

所
が
選
ば
れ

十
月
八

日
、
表
彰
状
の
伝
達
が

行
わ
れ

ま
し
た
。
 

ラ
ジ
ォ
体
操
は
昭
和
三
年
、
 

同
省
簡
易
保

険
局
が
「

国
民

の

健
康
保
持
・
増
進

」
を

目
的
に

制
定
し

た
も

の
で
、
同
省
で

は

毎
年
、

ラ
ジ
ォ
体
操
の
普
及
発

展
に

功
績
の
あ
っ

た
団
体

の
表

彰
を
続
け
て
お

り
、
今
年
は
十

年
余
に
わ

た
り
、

職
場
で

ラ
ジ

ォ
体
操
を
続
け
て
い

る
当
市
役

所
が

県
下
表
彰
を
受
賞
す
る
こ

と
に

な
っ

た
も

の
で
す
。
 

伝
達
は
、

溝
口

五
所
川
原
郵

便
局
長
が

当
市
役
所
に

出
向
き
、
 

寺
田
市
長

に
表
彰
状
と
記

念
品

を
手
渡
し

ま
し
た
。
 



(530号） 広報ごしょがわら ⑦ 昭和57年（1982年）11月1日 

① 私たちの街を整備することについて、今一度考えてみましょ

う。 

この地区は、市街地としての良好な環境を備えることが要求さ

れています。しかし、現在この地区は、次のような問題をかかえ

ています。 

I）地区内の道路・広場・公園等の公共施設は極めて不足して

いる。 

2 ）宅地が不整形で、建物等が無秩序・虫くい状態で増えてい

る。（いわゆるスプロール現象） 

3 ）消防車が入りにくいところなど、防災上問題の地区もある。 

このような状態をそのままにしておくと、一層環境が悪化し、 

整備もなかなかできにくくなります。そして、そのような不利益

は、そこに住む皆さんが負担していかねばならなくなります。し

たがって、そのようなことになる前に、自然環境・生活環境・生

産環境の調和のとれた人間らしく住める総合的環境を整備してい

く必要に迫られているといえます。 

② 整備の方法として、なぜ土地区画整理事業がよいのでしょう 

か。 	 ー一 

この地区は、①に述べたような状況に対処していくために、道 	’ 

路1本とか公園1個所とか個別的な施設の整備だけでは足らず、 

H） 道路‘広場・公園等の公共施設を、一体的、計画的に整備

する必要がある。 

同 同時に不整形な宅地を整形な宅地に整備し、権利者に公平

に配分していく必要がある。 

等の理由から、面的整備手法である土地区画整理事業がすぐれて

いるのです。この手法によったものは、現在の駅裏団地がその一

例です。 

舞
 移

動
採
血
車
「
青
い
鳥
号
」
 
四
時
ま
で
尾
崎
自
動
車
商
会

が
、
次
の
日
程
で
衛
頭
献
血
 
前
 

を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 

＠
十
一
月
二
十
九
日
（
月
）
 

街
頭
献
血
の
ご

案
内
 

あ
な
た
も
献
血
手
帳
を
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 

〇
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま

＠
十
一
月
十
八
日
（
木
）
 
で

広
田
・
木
村
石
油
店
前

〇
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
 
〇
午
後
一
時
三
十
分

か
ら

で
五
所
川
原
保
健
所
前
 

四
時
ま
で
西
北
中
央
病
院
駐

〇
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
 
車

場
 

老
人
家
庭
看
護
講
座
 

ロ
受
講
対
象
者
 
将
来
お
年

寄
り
等
に
介
護
知
識
を
役
立
て

よ
う
と
す
る
主
婦
等
及
び
そ
れ

ら
の
家
庭
に
奉
仕
活
動
を
し
よ

う
と
す
る
女
性
の
方
 

ロ
受
講
人
員
 
三
十
人
以
内

ロ
講
習
の
期
間
 
十
一
月
＋

五
日

（月
）
か
ら
十
八
日
（木
）
 

ま
で
の
四
日
間
 

午
前
九
時
三
＋
分
か
ら
午
後

三
時
ま
で
 

ロ
場
所
 
市
中
央
公
民
館
 

ロ
受
講
申
込
み
 
受
講
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
 

市
福
祉
事
務
所
へ
お
申
し
込
み

下
さ
い
。
 
（申
込
書
用
紙
は
当

所
に
あ
り
ま
す
。
）
 

ロ
申
込
み
期
限
 
十
一
月
九

日

（
火
）ま
で
 

ロ
経
費
 
受
講
料
は
無
料
で

す
。
 

な
お
、
講
習
の
日
程
、
内
容

等
詳
し
く
は
、
当
所
へ
お
間
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
 

丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育

て
る
た
め
、
ま
た
安
心
し
て
お

産
の
準
備
が
で
き
る
よ
う
五
所

川
原
保
健
所
で
は
次
の
日
程
で
 

「
母
親
教
害
を

開
き
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
十
一
月
十
日
（
水
）
 

ロ
テ
ー
マ
 
出
産
（
お
産
の

経
過
と
補
助
動
作
、
妊
娠
中
の

異
常
）
 

ロ
と
き
 
十
一
月
二
十
四
日
 

「
心
筋
硬
塞
」
 

に
つ
い
て
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、「
み

ん
な
の
健
康
教
声
 
が
次
の
日

程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
「
心
筋
硬

塞
亡
 
につ
い
て
で
す
。
 

ロ
と
き
 
十
一
月
二
十
六
日
 

（
金
）
午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階

ホ
ー
ル
 

ロ
講
師
 
佐
藤
内
科
医
院
院

長
 
佐
藤
実
氏
 

主
催
 
北
五
医
師
会
、
五
所

川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

（水
）
 

ロ
テ
ー
マ
 
赤
ち
ゃ
ん
の
保

育
（
新
生
児
の
生
理
の
沫
浴
、
 

産
後
の
生
活
と
家
庭
計
画
）
 

ロ
受
付
時
間
 
い
ず
れ
も
午

後
零
時
四
十
五
分
か
ら
一
時
ま

で
 ロ

持
参
す
る
も
の
 
母
子
健

康
手
帳
 

ロ
場
所
 
五
所
川
原
保
健
所

ロ
料
金
 
無
料
で
す
。
 

“出
産
与
赤

ち
ゃ

ん

の
保
育

）
 

母
親

教

室

へ
ど

う
ぞ
 



囲囲囲回囲園診固 
乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行いま

す。該当する赤ちゃんには、受診させるようにして

下さい。 

■受 付 時 間 午後12時45分から 1時15分まで 

■持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現存病気治療中か他の医療機関で健康診査を受け 

ている乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

月 齢 対 象 と 	き ところ 

3 カ月児 
昭和57年 8 月
生まれの乳児 

12月 7 日 

旧中央公民館 6 カ月児 
昭和57年 5 月
生まれの乳児 

12月14日 

1
6
 

「
月
 
歳
児
 

カ
  

昭和56年 6 月
生まれの乳児 

12月21日 

市
税

は
納
期
内

に
完
納
 

市
税
完
納
強
調
期
間
設

置
 

強
調
期
問
 
十
一
月
一
日
ー
十
二
月
二
十
八
日
 

市
で
は
昭
和
五
十
七
年
度
市
税
完
納
強
調
期
間
を
設

け
市
税
の
納
期
内
完
納
の
推
進
、
滞
納
の
速
か
な
解
消

促
進
に
重
点
を

お
く
と
と
も
に
、
納
税
意
欲
の
高
揚
を

図
り
収
納
率

の
向
上
を
期
し
て
お
り
ま
す
。
 

本
年
も
ま
た
強
調
期
間
を
特
別
に
設
け
、
市
税
完
納
、
 

滞
納
整
理
を
強
力
に
推
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
市
民
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

滞
納
の
早
期
解
消
を
 

ノ
 

第
一
回
五
所

川
原
市
農
業
ま

つ
り
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
o
会
場
は
い
ず
れ

も
市
中
央

公
民
館
で
、
時
間
は
九
時
か
ら

十
六
時

（
十
四
日
は
十
五
時
）
 

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

開
催
行
事
 

1
農
林
産
物
等
共
進
会
 

2
く
ら
し
と
お
米

コ
ー
ナ
ー
 

3
生
活
工
夫
展
 
 

4
く
ら
し
の
相
談
室
 

5
む
ら
づ
く
り
推
進
状
況
展
 

6
農
業
資
料
展
 

7
新
農
業
セ
ン
タ
ー
展
 

8
農
業
改
良
相
談
室
 

9
農
地
相
談
室
 

1
0農
業
機
械
展
示
実
演
会
 

1
1農
産
物
即
売
会
 

1
2ふ
る
さ
と
食
堂
 

1
3菊
花
と
盆
栽
展
 
 

1
4農
事
講
演
会
 

(
1
4日
1
3時

ー
1
5時
）
 

「農
業
は
良
く
な
る
か
」
 

新
農
政
研
究
所
長
 
武
田
邦
 

太
郎
氏
 

1
5ミ
ス
農
業
ま
つ
り
コ
ン
テ
ス
 

ト

（
1
3日
1
3時

ー
1
5時
）
 

1
6も
ち

つ
き
大
会
 

(
1
3・
1
4日
1
1時
か
ら
）
 

ロ
と
き
 
十

一
月
六
日
（
土
）
 

午
後
五
時
三
十
分
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
、
作
品
展
示
、
午
後
六
時
一
一

＋
分
吹
奏
楽
演
奏
、
ダ
ン
ス
パ
 

ー
テ
ィ
ー
、
抽
選
会
 

十
一
月
七
日

（
日
）
、
午
前
九

時
作
品
展
示
、
午
前
十
一
時
少

林
寺
挙
法
演
舞
、
が
ま
ん
大
会
、
 

ゲ
ー
ム
大
会
、
午
前
十
一
時
お

茶
会
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
 

ロ
作
品
展
示
 
陶
芸
、
写
真
、
 

生
花
、
手
芸
、
絵
画
、
（陶
芸
は

即
売
も
し
ま
す
。
）
 

ロ
模
擬
店
 
食
堂
、
喫
茶
、
 

お
し
る
こ
屋
他
 

「入

間
と
土
地

を

愛
す
る

農
法

」
 

市
民
講
座
を
開
催
 

隣
り
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
多
数
お

い
で
下
さ
い
。
 

口
と
き
 
十
一
月
十
三
日
（
土
）
 

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
ま

で
。
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

ロ
講
師
 
神
辰
雄
氏

（
総合

農
法
東
北
研
究
所
副
所
長
、
若

葉
生
産
組
合
長
（
鯵
ケ
沢
町
）
 

ロ
演
題
 
「
人
間
と
土
地
を

愛
す
る
農
法
」
 

ロ
受
講
料
 
無
料
で
す
。
 

奥
さ
ん
、
国
民
年
金
に
任
意

加
入
で
き
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

す
か
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、
 

ご
主
人
が
加
入
し
て
い
る
厚
生

年
金
な
ど
か
ら
の
保
障
も
あ
り

ま
す
が
、
国
民
年
金
に
加
入
し

ま
す
と
、
老
後
は
ご
夫
婦
で
老

齢
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

ま
た
、
ご
自
分
が
病
気
や
け

が
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ
た
と

き
は
障
害
年
金
が
、
ご
主
人
が

万

一
の
場
合
は
、
厚
生
年
金
な

ど
か
ら
の
遺
族
年
金

の
ほ
か
、
 
 

国
民
年
金
か
ら
も
母

子
年
金
や

準
母
子
年
金
な
ど
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
 

保
険
料
は
、
五
十
七
年
度
分

は
ー
カ
月
五
、
二
二
〇
円
で
す
。
 

国
民
年
金
の
加
入
は
、
簡
単

に
で
き
ま
す
の
で
、

印
鑑
ご
持

参
の
う
え
、
市
社
会
課

・
国
民

年
金
係
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
 

い
。
 

国
民
年
金
の
保
険

料
 

を

納
め
て
下

さ
い
 

四
月
分
か
ら
の
保
険
料
を
納

め
て
い
ま
す
か
。
 

ま
だ
納
め
て
い
な
い
人

は
、
 

早
め
に
納
め
て
下
さ
い
。
 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
て

も
保
険
料
を
納
め
て
い
ま
せ
ん

と
、
万
一
事
故
が
あ
っ
た
と
き
、
 

障
害
年
金
や
母
子
、
準
母
子
、
 

遺
児
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な

い
ば
か
り
か
、
将
来
、
老
齢
年

金
さ
え
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
 

今

一
度
、
お
確
か
め
下
さ
い
。
 

も
し
、
未
納
な
ら
ば
月
末
ま

で
に
必
ず
納
め
て
下
さ
い
。
 

ど
う
し
て
も
納
め
る

こ
と
が

出
来
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま

に
し
な
い
で
必
ず
市
社
会
課

・

国
民
年
金
係
へ
認
印
を

お
持
ち

に
な
っ
て
、
保
険
料
の
免
除
の

相
談
を
し
て
下
さ
い
。
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「市
農
業
ま
つ
り
」
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ど
う
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ー
1
1月
1
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1
4日
 
会
場
は
中
央
公
民
館
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
も
 

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
よ
う
 

広
報
紙
の

早
期
配

布
に
ご

協
力

下
さ
い
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